
 生産性向上支援訓練 利用者の声 

＊
訓
練
前
の
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

当
社
は
、
大
正
２
年
創
業
の
金
属

工
作
機
械
製
造
業
で
、
長
年
に
わ
た

り
「
当
社
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
、

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技

術
・
技
能
の
継
承
と
仕
組
み
づ
く

り
」
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

今
、
様
々
な
環
境
変
化
に
も
耐
え
う

る
強
い
会
社
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

あ
ら
た
め
て
社
員
一
人
ひ
と
り
が

会
社
の
未
来
の
た
め
に
自
ら
考
え

行
動
す
る
べ
く
、
更
な
る
「
社
員
の

能
力
開
発
と
組
織
体
制
の
再
構
築
」

を
推
進
す
る
中
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
の
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 ＊
訓
練
を
利
用
し
た
感
想
、
お
よ

び
受
講
者
や
職
場
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か
。 

 

当
社
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

「
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
へ
の

役
割
・
期
待
」
等
の
理
解
や
「
若
手
・

後
輩
・
上
司
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」
等
に
つ
い

て
、
大
変
解
り
や
す
く
ご
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。
特
に
、
世
代
間
ギ
ャ

ッ
プ
に
よ
り
、
若
年
層
の
育
成
に
日

頃
か
ら
悩
み
を
持
っ
て
い
た
中
堅
・

ベ
テ
ラ
ン
社
員
に
と
っ
て
は
、
自
身

の
求
め
ら
れ
る
役
割
と
共
に
、
若

手
・
後
輩
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
く
た
め

の
手
法
が
学
べ
た
こ
と
は
、
生
産
性

向
上
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

受
講
者
も
「
職
場
で
の
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
生
産
性
向

上
に
繋
が
る
こ
と
を
理
解
し
、
日
頃

の
業
務
の
中
で
実
践
し
て
い
る
姿

を
見
受
け
る
機
会
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
若
手
・
後
輩
社
員
に

対
す
る
接
し
方
に
つ
い
て
は
、
一
方

通
行
的
な
指
示
・
指
導
に
留
ま
ら
ず

「
相
談
や
援
助
」
も
含
め
た
「
傾
聴
」

株式会社カシフジ 

事業内容 

金属工作機械の設計・開発、製造、販売 

会社概要 

京都市南区上鳥羽鴨田２８番地  

創業 １９１３年 従業員数 ２１４人 

利用訓練コース 

中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成（令和２年１２月） 

 を
心
が
け
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
態
度

で
接
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。 

 

今
後
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
の

他
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
に
も
有
意
義
な

研
修
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 
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若
手
・
後
輩
社
員
に
対
す
る
接
し
方
は
、 

一
方
通
行
的
な
指
示
・
指
導
に
留
ま
ら
ず
、 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
態
度
で
接
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。 

・アサーティブに伝えることが大切であり、意

識し実践することで、問題点を共有することに

繋がると判りました。また、以前より悩んでい

た後輩や自分より若い管理職との接し方や作

業の教え方に役立つと思います。このようなコ

ミュニケーションの方法があるということを

知ったので他の面でも役立てたいと思います。 

・すぐには、アサーティブなコて続けていきま

す。これから後輩に教える時も共に問題を共有

しながらアサーティブなコミュニケーション

で解決できるように努力していき、後輩社員の

スキルアップについても、アサーティブなコミ

ュニケーションを肝に命じて教育していきま

す。 

・後輩には良い人間関係を構築するためにも小

さなことでも褒めるように心がけて、適度な緊

張感を持ちつつ、のびのびと成長して欲しいと

思っています。一人でも多くの方が受講すれ

ば、今よりもさらに良い人間関係が築けるので

はないかと素直にそう感じました。併せて、今

回の講習内容は、管理職の方々や、後輩も受講

できれば良いと思います。今の時代、必要と思

います。 

 以前より後輩や自分より若い管理職との接

し方や作業の教え方に悩みを持っていたので、

今回のアサーティブなコミュニケーションの

講習を楽しみにしていました。 

今回受講して、アサーティブに伝えることが

大切であり、それを意識し実践することが問題

点を共有することに繋がると判りました。また

このようなコミュニケーションの方法がある

ということを知ったので他の面でも役立てた

いと思います。 

職場ですぐには、アサーティブなコニュニケ

ーションは難しいですが、日々の作業にて続け

ていきます。これから後輩に教える時も共に問

題を共有しながら解決できるように努力して

いき、後輩のスキルアップについても、アサー

ティブなコミュニケーションを肝に命じて教

育していきます。 

今後も後輩との良い人間関係を構築するた

め、小さなことでも褒めるように心がけて、適

度な緊張感を持ちつつ、のびのびと成長して欲

しいと思っています。一人でも多くの方が受講

すれば、今よりもさらに良い人間関係が築ける

のではないかと素直にそう感じました。 


